トレハロースを含む臓器保存液の内皮細胞保存効果に関する研究 by Isowa, Noritaka

















一意 霜 し迷 宮
博 士 (医 学)
医 博 第 1899号
平 成 9 年 3 月 24日
学 位 規 則 第 4条 第 1項 該 当





論文調査委員 教 授 田 中 拡 一 教 授 人 見 滋 樹 教 授 山 岡 義 生
















































のviabilityはEC群より,有意に高かった (24時間 ;ET-K,IT-K,UW vsEC;p<0.05,48時間;




時間以降ET-K群がUW 群より (ET-KvsUW ;p<0.05),有意にviabilityが高かった｡24時間以降
168時間までIT-K群とUW 群の間に有意差は認められなかった｡
以上の研究は培養内皮細胞を用いた臓器保存液の新しい簡便な評価系を確立し,ET-Kyoto液の有効性
を明らかにした点で,肺移植の臨床に寄与するところが多い｡
- 741-
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年 2月24日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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